
「北風と太陽」のお話はご存知ですよね。子どもたちにいきなり「本を読みなさい！」と言って
も「じゃあ、読む。」にはなかなかなりません。北風、つまり無理矢理読ませようと思っても子
どもは読書好きにはならないようです。ここは「太陽」作戦が有効ではないでしょうか。
①リビングなどの手の届くところに本を置く。
⇒私の場合は茶の間に何冊かの図鑑（いとこのおさがりでしたが）が置いてありました。
暇つぶしにパラパラ見ているだけで、イメージがふくらんだものです。
②保護者の方と一緒に本屋さんや図書館へ行く。
⇒保護者の方が面白そうに本を選んでみてください。
　その姿勢が子どもたちの興味付けにつながります。「本って面白いかも…。」
③保護者の方が本や新聞を読む姿を子どもたちに見せる。
⇒子どもの横でスマホをいじっていれば、「そっちの方が面白そう！」になるに決まっています。

お忙しいでしょうが、親が興味を持って本を読む姿を少しでも子どもたちに見せられたらいいですね。
子どもを読書好きにするには、本に親しむ「環境づくり」がポイントです。
難しく考えないで、子どもたちと一緒に本を楽しめばいいのではないでしょうか。
天王小学校　校長　濵﨑伸樹

　本の選び方についてご紹介します。

まず子供が借りたいという本はどんな本でも借りてください。
( 茨木市では 20 冊まで一度に借りる事ができます。)
親から見て読まないだろうなと思っても借りてあげてください。
結果として読まなくてそのまま返却してもいいのです。
繰り返していくうちに子供はうちに本を選ぶ力を身に付けていきます。
それと大人が読んで欲しい、子供と共感したいと思う本を借りてください。新しい価値観・世界が広がります。
絵本はストーリーと絵を合わせて一つの作品になっています。
文字を追う事で絵に集中できなくなるので、高学年のお子さんでも読み聞かせてあげる事をおすすめします。
図書室前に月一度の読み聞かせで 読んだ本の名前とおすすめの本を掲示しています。
学校にお立ち寄りの際には 見てください。お子様とのお話のきっかけになると思います。

図書ボランティアさんオススメ絵本

★運動会では、名札着用を★
9/30( 土 ) に運動会が行われます。来校時には、すべての方
に名札の着用をお願いしています。運動会前に、名札シール
無料配布のご案内をさせていただきますので、必要枚数 ( 祖
父母、親戚なども含め ) の確認をお願いします。
当日名札のない方は、100 円で名札シールを購入していただ
きますので、ご了承ください。

ふるさと祭りのお知らせ
8月 5日 ( 土 )17:00~21:30
（予備日 :８月 6日）
場所：天王小学校　校庭
盆踊り、模擬店、パフォーマンスなど、
みんなで誘いあってきてください !!

「本好きな子」 を育てるコツ。
学校のいろいろな方に聞いてみました。

読書したくなる 「環境」 「しかけ」 の作り方

「おこだでませんように」
ちょっとやんちゃな男の子に
困っているお母さんに是非
読んでいただきたい絵本
ホロっときます

活動内容
■本の修理、整理整頓
■新入生に向けての出し物準備
■月一読み聞かせ（小 1～小 3）
　などを行っております。

上記作業も、すべてに関わるわけではなく、
できる時にできることをするという感じです。
子どももよろこびますし、学校との距離が
近づき、いいことたくさん♪

子どもが卒業しても、図書
ボランティアとして天王小や地域に
携わる方もいらっしゃいます。

ぜひお待ちしています♪

問い合わせ先：荒木教頭先生
　-TEL : 072-625-6205

かけはし
天王小学校 PTA 通信
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中学校で国語を教えていた校長先生と、図書館支援員の石田先生にも、お話をうかがいました。

わたしも読書をしやすい環境をつくること、そして読書を習慣にすることが大切だなと思い
ます。私がなるほどと思ったことを紹介したいと思います。
” 一日１０分読書を続ける” と自然と本が好きになり、読書習慣が身に着くそうです。（継続
は力なりですね）本を読まない子は読むことに慣れていないため、短い時間、１日１０分で
いいので、繰り返しつづけることが効果的なのだそうです。
好きな本以外はなかなか読めないので、はじめは好きな本、興味のある本を与える。
あるいは、自分でえらばせてあげてください。漫画や同じ本ばかり選んでも OK です。
そしておおらかな気持ちで見守ってください。
読み聞かせをしてもいいし、お互い別の本を読むのもいいですね。
親子で読書を通してゆったりした時間を過ごしてください。
本を読む面白さ、たのしさを味わってください。
特に時間に余裕のある夏休みはおすすめかと思います。
図書館支援員　石田嘉子

図書ボランティアよりおねがい
おうちに持って帰った本がやぶけたり、
壊れたりしていた場合は、市立図書館と同じ
ように、おうちで修理はせず、学校で帰すと
きに子どもから 担任の先生や図書の先生を通
じて壊れていることを伝えてください。

本の修理には専用のノリやテープを使うと本
が長持ちするので、図書ボランティアが修理
します。
ご協力をお願いします。

図書ボランティア随時募集中
こどもたちが本好きになるお手伝い


